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Ｈ
Ｐ
は
、
「
表
紙
一

に
成
章
会
の
入
会
式
や

自
校
の
卒
業
式
な
ど
の

学
校
行
事
を
伝
え
、
校

名
の
由
来
と
な
る
「
斐

然
成
章
」
（
び
ぜ
ん
せ

い
し
よ
う
）
を
掲
げ

る
。
中
国
の
論
語
か
ら

引
用
し
、
一
後
進
の
育

成
」
を
意
味
す
る
そ
う

だ
。
石
黒
会
長
や
成
章
高

の
木
藤
政
美
校
長
（
当

時
）
の
あ
い
さ
つ
、
同

窓
会
の
役
員
、
会
則
、

沿
革
の
ほ
か
、
関
東
、

成
章
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド 江

戸
時
代
後
期
の
藩
校
の
流
れ
を
く
む
田
原
市
の
成
章
高
校
の
同
窓
会
展
更
三
（
石
黒

功
会
長
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
立
ち
上
げ
、
運
用
を
始
め
た
。
今
年
は
創
立
１

２
０
年
を
迎
え
、
全
国
の
地
区
同
窓
会
と
つ
な
ぎ
、
「
学
校
の
活
動
な
ど
を
知
ら
せ
、
同
窓
生

と
活
発
な
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

地
区
の
同
窓
会
と
の
連
携
緊
密
に

創
立
剛
年
藩
校
の
流
れ
く
む
伝
統
校

成
章
高
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ

遠
江
、
豊
橋
、
驍
川
、

名
古
屋
、
岐
阜
、
三

重
、
関
西
の
８
地
区
の

成
章
会
会
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
紹
介
す
る
。

さ
ら
に
校
歌
や
応
援

歌
、
成
章
中
の
校
歌
、

田
原
町
立
成
章
館
と
成

章
中
学
校
の
外
観
の
写

真
を
載
せ
て
い
る
。

成
章
会
Ｈ
Ｐ
制
作
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

地
区
同
窓
会
と
の
連
絡

強
化
を
図
る
た
め
、
昨

年
、
月
か
ら
準
備
を
進

め
て
い
た
。
開
設
は
２

月
末
。
今
後
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

を
取
り
上
げ
、
同
窓
会

の
活
動
を
動
画
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
す
る
考
え

だ
。
成
章
局
の
前
身
は
、

１
９
０
１
（
明
治
謎
）

年
に
再
興
し
た
成
草

館
。
以
来
、
数
々
の
学

校
の
変
遷
を
た
ど
り
、
｜
妃
年
に
県
成
草
中
か
ら

一■
てＬ

Ｉ忍
幽

癖
画
■
■
幻
惑
■
鄙
■
秘
部
寺

『 I I

I

隼成然斐p軸《

学
制
改
革
で
現
在
の
高

校
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
約
２
万
５
０
０
０
人

が
卒
業
し
て
い
る
。

藩
校
の
成
章
館
は
１
８

１
０
（
文
化
７
）
年
、

運
用
を
始
め
た
成
章
高

校
同
窓
会
「
成
章
会
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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二
両
田
原
藩
の
三
宅
康

和
藩
主
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
。
藩
家
老
で
文

人
画
家
の
渡
辺
睾
山
は
う
。
創
立
１
２
０
周
年
業
を
展
開
し
て
い
く
の

藩
政
再
建
の
際
、
大
き
を
迎
え
、
恒
黒
会
長
で
、
そ
の
内
容
を
伝
え

な
期
待
を
か
け
た
と
い
は
「
今
月
か
ら
記
念
事
て
い
く
」
と
話
し
た
。
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